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悪役王妃の純情


　この国の王妃は、いわゆる「悪役王妃」だ。
　王妃ジュヌヴィエーヴは美しすぎて、冷たすぎた。
　濡れたように輝くつややかな長い髪。黒曜石を思わせる漆黒の瞳。ふっくらした可憐な唇。透き通るような白い肌。
　ほっそりした肢体にはどんなドレスでもよく似合う。動作の一つ一つも美しく、誰もが見惚れずにいられないほどだ。
　しかし、麗しいのは外見だけ。「王妃には人間の心がないのだ」と、王宮の誰もが口を揃えた。
　可憐な微笑みを浮かべつつ、猛毒を吐く。言葉の刃で、あらゆる人を切って捨て、這いつくばらせる。
　臣下や王の取り巻きは皆、この美しい王妃を激しく憎んだ。

　対照的に、夫であるカルロス王は「賢王」と謳われている。温厚で聡明、学問好きで、子どもにも老人にも優しい青年王。
　その賢王が、ジュヌヴィエーヴとは必要最低限の会話しかしない。三年連れ添っても互いの距離は氷点下のまま。
　さらに、王には何人もの側室がいる。正妃である彼女だけには、一度たりとも触れようとしないまま――。

「もともと愛などなかったのだ」と、人は言う。
　二人の結婚は、完全な政略結婚だった。親が決め、周囲が納得し、本人たちだけが置いてけぼりになった典型例である。

　本来なら、そんな結婚でも一緒に暮らすうちに情が育つものだ。
　だが、王が王妃を見るときの眼差しには、いつも冷えた嫌悪が宿っていた。
　臣下たちはそれを見て、口々にこうつぶやくのだ。
「……まあ、相手が相手ですからね」
　誰もが彼女を嫌い、国王夫妻の不仲を当然のことと受け止めていた。

　　　◇

　深夜の王城。暗闇の底で、わずかに月が光を落とす。
　ジュヌヴィエーヴは、胸を押しつぶされるような重さで目を覚ました。
（息苦しい……）
　目が闇に慣れると、自分の腹の上に「何か」が乗っていることに気づいた。
　いや、何かではない。「誰か」だ。
　黒い外套に身を包んだ大柄な影が、彼女を押さえつけるようにまたがっていた。その手には短剣。月の光が刃の曲線を鈍く照らしている。
（ああ……ついに来たのね）
　ジュヌヴィエーヴは、とっさに口元を押さえ、悲鳴をのみ込んだ。
　心臓がどくりと打つ。恐怖で全身がしびれる。けれども「来るものが来た」という納得感があった。ほっとした、と言ってもいいかもしれない。
　二十年前、この世界に転生してからの記憶が、走馬灯のように脳内を流れる。公爵令嬢だった日々。王妃となり、王の傍らで過ごした日々。――誰にも必要とされず、愛されることもなかった日々。
　そのすべてを反芻した瞬間――ふっと体の力が抜けた。
　短剣がわずかに揺れる。暗殺者が戸惑ったように動きを止めたからだ。
「……なぜ、笑っている？」
　低い声。驚きと警戒が混じっている。
（わたくし……笑っているの？）
　自覚した途端、はっきりと頬がゆるんだ。ここ数年、作り物の微笑みしか浮かべてこなかった顔が、勝手にほころんでいく。
「あなた、わたくしを殺しに来たのでしょう？　でしたら、もっとこちらにどうぞ」
　ジュヌヴィエーヴは、男の手首をそっと取り、自分の心臓の位置へ導いた。
　暗殺者が息を呑むのが伝わる。
「苦しむのは嫌ですから、一突きで終わらせてくださると助かりますわ」
　目を閉じ、静かに死を待つ。
　しかし、いつまで経っても刃は降りてこない。
　まぶたをおそるおそる開けば、暗殺者は彫像のように動かず、じっと彼女を見下ろしていた。
「どうかされて？」
　おだやかに問いかけると、男の肩がびくりと跳ねる。
「……なぜ抵抗しない」
「必要がありませんもの」
「どういう意味だ」
　ジュヌヴィエーヴは淡く微笑む。それはこれまで誰にも見せたことのない、優しい笑みだった。
「だって、陛下にとって――**わたくしは、とっくに不要な存在ですもの**」

　　　◇

　ジュヌヴィエーヴには、かつて、もうひとつの名前があった。
　及川真沙――二十一世紀、日本。全く別の時代、別の世界で使っていた名前だ。
　あの頃の真沙の毎日は、ひと言でいえば「しんどい」で片づけられる。
　朝早く家を出て、満員電車に押し潰されて出勤。くたくたになるまで働き、終電近くに帰宅して、狭いワンルームのベッドにばたんと倒れ込む。
　料理をする気力など残っていないから、晩ご飯はコンビニ。休日は寝て終わる。そんな生活の繰り返し。
　唯一の楽しみはゲームだった。
　いちばんお気に入りのゲームは『グランヴェールの白百合』。貴族学園を舞台にした乙女ゲーム。華やかなスチルと甘いボイスに全力を注いだ、真沙の――逃げ場だ。現実からの。
『君のためなら、僕は喜んで黒に染まる』
　耳元で直接囁かれるような、色気のある低い声。
　画面の向こうで微笑むメインヒーローに、何度救われたかわからない。疲れ切った夜、社会では誰からも必要とされていない気がしても、この世界だけは違う。ここでは、ヒロインである自分が「選ばれる」。
　リアルでは違う。
　遊ぶ友達もほとんどいない。恋人なんて、当然いない。鏡の前に立てば、くたびれた顔と乾燥した肌が映る。ため息だけが増えていく。
　そしてある日。残業続きでふらついた足取りのまま、会社の階段を踏み外した。　
　あっ、と息を呑む暇もない。視界がぐるりと反転し、激しい衝撃――それが、すべての終わりだった。
　享年二十八歳。
　ゲームも、恋も、何もかも「これから」だったはずの人生は、あっけなく幕を閉じた。

　　　◇

　今世でジュヌヴィエーヴとして生まれて十年が経った頃。
　高い熱にうなされ、三日三晩、生死の境目をさまよっていたときのことだ。
　――突然、洪水のように、前世の記憶が頭の中に流れ込んできた。
　日本で社畜暮らしをしていた頃のこと。
　そして、今自分が暮らしているこの国、この世界が、あの乙女ゲーム『グランヴェールの白百合』とそっくりだということ。
（嘘でしょう……ここ、『グランヴェール』じゃない！）
　夢だと思いたかった。だが、記憶は容赦なく重なっていく。
　あのゲームに出てきた学園の名前。貴族たちの家名。王家の紋章。どれもこれも、ジュヌヴィエーヴの周りに存在していた。
　しかも、最悪なことに――。
『グランヴェールの白百合』の中で、ジュヌヴィエーヴはヒロインではない。むしろ、ヒロインをいじめ抜く、嫌われ役だ。
　高慢ちきでプライドが高く、いつも取り巻きと一緒に行動する名門令嬢。
　地方出身で身分の低い転校生ヒロイン、ミシェルをことあるごとに侮辱し、いびり抜く。その「悪役令嬢」こそが、ジュヌヴィエーヴだった。
　ゲームでは、ミシェルはどれほど邪魔されてもへこたれない。イベントをクリアするたび、彼女は周囲の心をつかんでいく。純真で可憐な笑顔で、攻略対象たちに愛されていく。メイン攻略対象――カルロス殿下も、そのひとりだ。
　そして、物語はいつも同じ結末にたどり着く。
　学園の卒業パーティで、ジュヌヴィエーヴの悪事が派手に暴かれる。
　どのルートを選んでも、そこでカルロス殿下は彼女を断罪し、婚約破棄を宣言し、国を裏切った罪を着せて処刑を命じる。
　プレイヤーにとってはスカッとする見せ場。だが、今ここで実際に処刑される可能性がある当人からすれば――たまったものではない。
（ちょっと待って。処刑って何。まだ十歳ですのよ、わたくし）
　ゲーム通りに進めば、未来のジュヌヴィエーヴを待っているのは公開処刑。しかも「売国奴」の烙印つき。そんなものを押されたら、自分だけでなく両親まで貴族社会から追い出されるだろう。
　カルロス殿下のことは、その頃のジュヌヴィエーヴにとって「好きでも嫌いでもない相手」だった。親が決めた婚約者。貴族の世界ではごく当たり前の風習だ。
　だが、だからといって婚約破棄で処刑コースはごめんだ。｜面子《めんつ》を潰されるどころの騒ぎではない。両親の人生まで道連れだ。

　　　◇

　年月が流れ、ジュヌヴィエーヴはグランヴェール学園に入学した。
　舞踏会もお茶会も授業も、何もかもがきらびやかな「貴族の青春」が始まった、はずだった。
　ある日、担任が告げたひと言に、心臓が止まりそうになる。
「本日、新しい生徒を迎える。ミシェル・ラングレー嬢だ」
　教室の扉が開き、明るい色の髪を揺らして一人の少女が入ってくる。自分の良さをよくわかっていそうな、計算された笑顔。
　名前を聞いた瞬間、ゲームのタイトルロゴがジュヌヴィエーヴの頭の中で点滅した。
（やっぱり……ここは本当に『グランヴェールの白百合』の世界……）
　となれば、このまま何もせずに過ごせば、シナリオはゲーム通りに進む。そして最後に待っているのは、断罪イベントと死。
（嫌ですわ。絶対に避けてみせる）
　ジュヌヴィエーヴは、そこで腹をくくった。なんとしてでも｜運命《シナリオ》と戦ってやると。
　幸い、彼女はこのゲームの全ルートをコンプリートした元プレイヤーだ。どんなイベントが起こるのか、その結果、誰がどう動くのか、ほとんど暗唱できるレベルで覚えている。
　だからこそ、先回りできた。
　罠を仕掛けられそうな場所には近づかない。ミシェルが「偶然を装って」ぶつかってくるタイミングは外す。誤解が生まれそうな場面では、自分から先に周囲へ事情を説明しておく。
　そして何より――ミシェルの本性に、すぐに気づいた。
　設定上は「純真で愛らしい」ヒロインのはずが、実物は驚くほど計算高く、陰湿だった。
　誰もいないところでは、人を馬鹿にしたように笑う。そうして、ジュヌヴィエーヴを悪者に仕立て上げるための芝居を何度も繰り返した。
（ゲームの画面越しじゃわからなかったわね……正ヒロイン、こんな性格だったの）
　けれど、ジュヌヴィエーヴは負けなかった。
　感情的に噛みつく代わりに、きっちりと礼節を守る。誰に対しても分け隔てなく親切にし、困っている者がいれば手を差し伸べた。
　そうして、少しずつ、学園中の信頼を積み重ねていった。

　　　◇

　やがて訪れた、運命の卒業パーティ。
　本来ならここで、ジュヌヴィエーヴの罪状が読み上げられ、ミシェルが涙ながらに真実を語り、皆がヒロインに味方して――という筋書きだ。カルロス殿下に婚約を破棄されるのも、このパーティである。
　だが、その夜、会場で起きたのは別の出来事だった。
　ミシェルの告発は、ジュヌヴィエーヴが用意していた証人たちの証言によって次々と崩されていく。取り巻きの令嬢たちは、事前にジュヌヴィエーヴから事情を聞かされていたし、教師たちも彼女の働きぶりを見ていた。
「そこまでして、わたくしを貶めようとなさった理由は、何ですの？」
　ジュヌヴィエーヴが静かに問いかけると、ミシェルは答えられなかった。
　唇を震わせ、視線を泳がせ、それでも言い訳のひとつも出てこない。
　ヒロインとしての「正しさ」を奪われたミシェルは、完全に居場所を失った。結局、夜会の途中で逃げるように退場するしかなかった。
　そのとき、ジュヌヴィエーヴはふと気づく。
　人々のざわめきの向こうで、カルロス殿下が悲しそうにミシェルの背中を見送っていた。
（……殿下の感情、完全に無視していましたわね、わたくし）
　処刑を避けることに必死で、彼がどんな思いでこの場に立っているのか、考える余裕すらなかった。
　ミシェルに心を寄せていた殿下にとって、ジュヌヴィエーヴは妨害者であり、大事なミシェルに恥をかかせた張本人だ。
　けれど、もう殿下が婚約を破棄する正当な理由はなくなった。

　そうして、ゲームには存在しなかった「その後」が始まる。
　ミシェルのいない世界で、カルロス殿下は予定通り王位に就き、婚約者だったジュヌヴィエーヴはそのまま王妃になった。
　愛のない結婚。
　彼の胸には、今もなお、どこかにミシェルの姿が残っている気がする。

　ジュヌヴィエーヴだって、殿下と結婚したくてミシェルを退場させたわけではない。ただ、死にたくなかっただけだ。
　王との生活なんて、ゲームでいうところの「クリア後のおまけスチル」程度のもの――本来は、そのはずだった。

　しかし――。

　　　◇

「陛下にとって、わたくしは、とっくに不要な存在ですもの」
　そう言い切って、ジュヌヴィエーヴは自分の言葉に自分で泣きそうになった。
（本当の感情を表に出してはいけない。わたくしには、そんな資格はないのだから）
　暗闇に慣れてきた目で、目の前の暗殺者を改めて観察する。
　がっしりした肩幅、鍛えられた腕。若いが、未熟さは感じられない体つき。ローブのフードを深くかぶっているせいで顔立ちは見えないが、目の奥だけがかすかに光っているようだった。
　世界が求めている「結末」が、ようやくここまでたどり着いたのだ。
　グランヴェール学園で死ぬはずだった悪役令嬢が生き延びたことで、どこかで歯車が狂った。その歪みを正すための最終イベントが――今、この暗い寝室で行われている。
　それを悟った瞬間から、彼女の中で答えは決まっていた。
「命乞いは致しませんわ。……さあ、胸を狙ってくださいませ。迷いなく、一度で」
　整った唇からこぼれる声音は、歌うように柔らかかった。
　暗殺者は、しばらく動かなかった。
　刃先が震え、呼吸が乱れているのが、間近にいるジュヌヴィエーヴにもはっきりわかる。
「……おまえ。死ぬのが怖くはないのか。なぜ、そこまで平然としていられる。なぜ、抗わない」
　その問いかけは、怒りというより懇願に近かった。
「やめろ」と口には出せない代わりに、問いを投げつけているような声音。
　ジュヌヴィエーヴは穏やかな笑みを崩さない。
「怖くないと言えば嘘になりますわ。けれど……これは、必要なことなんです」
「必要、だと」
「ええ。この世界のために。……それから、カルロス陛下のために」
　ひたむきな響きを含んだ声に、暗殺者が小さく息を呑んだ気配がした。
　本当に不思議だ。この男は、今まさに自分を殺そうとしている相手なのに。
　それなのに、どうしてこんなに近く感じてしまうのだろう。
　ずっと誰にも届かなかった自分の本音が、ようやく届きそうな相手に出会えたような――そんな錯覚さえ覚える。
「……なぜ、そこまで知りたがるのです？　わたくしの気持ちを」
「この手で｜屠《ほふ》る相手だ。最後の言葉ぐらい聞いてやってもいいだろう」
　ぶっきらぼうな返事。だが、その奥には冷たさだけではない何かがあった。
「そう。でしたら――甘えることにいたしますわ。このままの格好でかまいません。……ずっと誰かに聞いてもらいたかったのかもしれませんもの、わたくし」
　ジュヌヴィエーヴはそっと瞳を閉じ、王妃として過ごした三年間に思いをめぐらせた。
　沈黙が、やさしく降り積もるようだった。
　喉元に突きつけられていた短剣は、いつの間にか少し離れている。
「カルロス陛下は、『賢王』と仰がれていますけれど……実際におそばで見ていると、それ以上の方ですのよ。噂どおり聡明で、穏やかで、公平で。いつも民のことを考えておいでです」
　彼の横顔を思い浮かべるだけで、胸の奥が締めつけられる。
　柔らかな声。迷いながらも、常に最善を探そうとする姿勢。
「でも……たったひとつだけ、陛下には致命的な欠点がございます」
「欠点？」
「人を疑うことを知らない、無防備な優しさですわ。美しすぎる心というのは、ときに、それ自体が弱点になってしまいます」
　彼女の脳裏に浮かぶのは、笑顔の下に欲と打算を隠した人々の顔だ。
「陛下は、誰に対しても公平であろうとなさる。陛下のお立場やご性格を利用しようとする者に対してですら、完全に突き放すことはできない。悪人だからという理由だけで、切り捨ててしまうことができないお方なのです」
　当然、無理が出る。
　全ての人間の願いを等しく叶えることなど、できるはずがない。
「やがて、陛下は行き詰まりました。誰かを救おうとすれば、別の誰かを切り捨てねばならない。陛下は、その度に心を痛めておいででした。
　本来なら救う価値もないような者たち――陛下の善良さにつけ込む者たちの願いさえ叶えようとして、苦しんでおられましたの」
　そう。あの人は、優しすぎる。

　学園の卒業パーティで、カルロスは悲しそうにミシェルを見送っていた。
　あのときは「恋する相手と引き離されたのが寂しいんだろう」と思い込んでいた。
　けれど、共に暮らすうちに、それだけではないと気づいた。
　人の中の醜さを、彼は見たくないのだ。好きだと思っていた相手の中に、汚れた部分を見つけてしまったことが――ただ、悲しかったのだ。

「だから、わたくしが『悪役』を引き受けることにしましたの」
　ジュヌヴィエーヴは静かに言う。
「陛下の優しさにつけ込もうとする者たち。甘い言葉と嘘を駆使して、陛下を利用しようとする者たち。そういった人間を、陛下の代わりに切り捨てる役目を、わたくしが負うことにしたのです。もともと、この世界では『悪役』として生まれた身。言葉の刃で人を追い払うことぐらい、たやすいことでしたわ」
　自嘲気味な笑みがこぼれる。
「口を開けば、相手を傷つける言葉ばかりがするすると出てくるのですもの。そんな教育を受けた覚えはありませんのに、自分でも驚きました。……ああ、やっぱりわたくしは、そういう役なのだと」
　そして、もうひとつ、驚かされたことがある。
「陛下を利用しようとする卑怯な人間が、驚くほど多いということですわ。日々、入れ替わり立ち替わり、よくもまあこれほど、と感心するぐらいの数の『偽善者』が現れる。正直な人間の方が少ないのではないかと思うほどに。この国は道徳心と信仰が根付いていると聞かされて育ちましたのに……人の心は、わたくしの想像以上に荒れていたようです」
　男は重い吐息をついた。
「なぜだ……なぜ、自分から泥をかぶろうとする。おまえはまるで、『悪女』と呼ばれたがっているようではないか」
「その通りですわ」
　ジュヌヴィエーヴは、少しだけ寂しそうに微笑んだ。
「わたくしは、悪役でいなければならない。この世界の均衡を保つために」
　――本来なら、ジュヌヴィエーヴはグランヴェール学園で、徹底した悪役令嬢を演じて処刑されるはずだった。
　ところが、前世の記憶を取り戻した彼女は、正面からヒロインに立ち向かい、善良な令嬢として学園生活を駆け抜け、処刑イベントを打ち砕いてしまった。
「本来のシナリオから、大きく外れてしまったのです。だから、その反動が来ているのだと、最近は思うようになりましたわ」
　王妃になってからのジュヌヴィエーヴは、カルロスを守るために「悪役」として振る舞わなければならない場面が増えた。
　ゲーム中で彼女が吐いていた決め台詞を、そのまま現実で何度も使ったこともある。
　――学園では演じなかった悪役令嬢の役を、今になって王宮で演じさせられている。
「世界そのものが、狂ってしまったバランスを元に戻そうとしているのかもしれません。悪役が足りないから、わたくしに役割を押しつけてくる。カルロス様の周囲に嘘つきが集まってくるのも、そのせいでしょう。――わたくしに悪役を務めさせるために」
　そして、もうひとつ。
　ジュヌヴィエーヴには、どうしても逆らえない流れがある。
「わたくしは、本来、生き延びてはいけなかった。卒業パーティの後で処刑されるはずだった命を、無理やりねじ曲げた。だからこの世界は、ずっと軋んでいる。今夜、わたくしが暗殺者であるあなたの手によって命を落とせば……ようやく、狂った物語が正しい結末を迎えるのでしょう」
　そうなれば、悪意ある者たちも自然と王の周りから離れていくはずだ。
　カルロスは善良な人々に囲まれ、静かな幸福を手にする。
　――悪役王妃が、舞台から退場すれば。
「だから、お願いです」
　ジュヌヴィエーヴは、心の底から願いを込めて言った。
「わたくしを殺してくださいませ。そうしなければ、あの方は、いつまでも不幸の渦の中に縛られてしまう」
　だが、暗殺者の混乱は深まるばかりだった。
「理解できん……究極の自己犠牲など、愚かでしかない。おまえは、そんな殊勝な女ではないはずだ！」
　震える声が、否定と迷いで揺れる。
　ジュヌヴィエーヴは、その言葉を静かに受け止めた。
　本当は、答えは単純だ。滑稽で、ありふれていて、ありふれているからこそ口にしたくないひと言。
（言ってはいけない。これだけは、誰にも）
　カルロス本人には、決して伝えるつもりのない想い。
　それなのに今、喉もとまでせり上がって止まらない。
　せめて、この男だけは聞いてくれるだろうか。自分を殺そうとしている、この奇妙な共犯者だけは。
「……これが、わたくしの愛し方ですの」
　ジュヌヴィエーヴは、そっと告げた。
「他に、あの方を――カルロス陛下を愛する方法を、知りませんでしたの」
　視界がにじんだ。耳のあたりがきーんと熱くなり、温かな雫がこめかみを伝って落ちていく。
　婚約者だった頃、カルロスに特別な感情は抱いていなかった。だが、結婚し、同じ空間で呼吸し続けるうちに、少しずつ何かが変わっていった。弱いところも、迷うところも、すべて知るほどに――心が惹かれていった。
　気づいたときには、もう遅い。彼のためなら、自分がどうなっても構わないと思うほどに、愛してしまっていた。
「長々とつまらない話を聞いてくださって、ありがとうございました。今夜、あなたが耳にされたことは……どうか、胸の奥にしまっておいてくださいませ」
　これで、終わりだ。報われない想いも、歪んだ世界も、全部。
　暗殺者の短剣を初めて見た瞬間から、ジュヌヴィエーヴは悟っていた。
　――世界は、ゲーム通りの結末を求めている。悪役令嬢は、ここで退場しなければならない。
　それでも。愛する人の隣で過ごせた三年間は、彼女にとって奇跡だった。十分すぎるほどの、ご褒美だ。
　満ち足りた気持ちで瞼を閉じる。あとは、胸を貫く刃を待つだけ――。
　金属同士がぶつかる、かすかな音が響いた。
　いつまで経っても痛みが訪れない。焦れたジュヌヴィエーヴは瞼を開き、思いもかけない光景を目にした。
　暗殺者が短剣を鞘に納めるところだった。男は、どこか気もそぞろな動作で、鞘ごと短剣をベッドの外へと投げ捨てた。
「え、どうして……？　殺さないんですの？」
　殺してほしいと願っているのに、なぜ――？　
　ジュヌヴィエーヴが疑問を口にするより先に、男が動いた。
「っ！」
　ジュヌヴィエーヴの視界が濃い闇で覆われた。かと思うと、何か生温かいものが唇に押しつけられる。
「んっ！　……やぅっ……」
　前世でも恋愛経験はほとんどなかったが、自分が何をされているのかはすぐにわかった。
　唇を奪われている。見も知らぬ男に。
　首を振って逃れようとしたが、両側から頬をはさまれているので動けない。長く深いくちづけを受け入れるしかなかった。
　ようやく解放された唇から「何を……」と震え声が漏れた。鼻と鼻が触れ合うほどの距離なので、男が満足げににやりと笑う気配が伝わった。
「別の方法でおまえを殺すことにしたまで」
　ジュヌヴィエーヴは激しくもがいた。
「いやっ……そんなっ……やめっ……」
　全力で暴れても、重い男の体がのしかかっており、逃れられない。
　ジュヌヴィエーヴは涙をこぼしながら、首を激しく振って拒否を示した。死を前にしても冷静だった妃の姿はもはやどこにもなかった。
　乙女にとって死よりもつらい展開が待ち構えているのだ。

　　　◇

「お願い、いや、こんなの……助けて！　誰か助けて！　いやあ……！」
　再び唇を強く押しつけられる。固く閉じる彼女の唇を一周するように男の舌が撫でていく。その感触に、背中がぞくりと｜粟《あわ》立った。ジュヌヴィエーヴの口内に無理矢理ねじ込もうと、舌が歯列を辿りながら押し当てられる。入れまい、とジュヌヴィエーヴは歯をくいしばる。
　二人は数分間、唇を押しつけ合ったまま攻防を続けていたが、
「んっ……！」
　ふと、大きな手で胸をつかまれた。やわやわと揉みしだく、その手つきは優しいと言ってもいい。けれども、慣れない感触に、ジュヌヴィエーヴは驚いて口を開けてしまった。その隙に、するりと舌が口内に入りこんできた。
「んんっ、んっ、んーーっ！」
　男の舌はジュヌヴィエーヴの舌先に一瞬触れ、そのまま舌の根元から這うように舐めてきた。ねちっこくからみ合う舌、もてあそばれる乳房。経験したことのない不思議な戦慄が体内に湧き起こってくる。口の端から、混ざりあった唾液と共に、自分のものとは思いたくない声が漏れる。
「んあっ……！　ふっ、あぁ……！」
　口内を貪られながら、ジュヌヴィエーヴは、ネグリジェの襟元に荒々しい男の手を感じた。ぐいっ、と強く引っ張られた。｜薄衣《うすぎぬ》の破れる音が室内に鋭く響いた。布ごしの愛撫では満足できなくなった男が、ネグリジェを引き裂いたのだ。
　白磁色の双丘がぷるんとさらけ出された。ふだん服の下に秘めている箇所に外気を感じ、ジュヌヴィエーヴは羞恥に震え上がった。
　仰向けに横たわっていてもなお形を保つ豊満な胸。
　男はジュヌヴィエーヴの胸を持ち上げるように何度ももみ上げた。無骨な指がやわらかい肉に深々と食い込んだ。
　彼女の胸の突起がみるみるうちに尖っていく。
　男はふくらみを丹念にもみしだいた。滑らかでやわらかい感触を楽しむかのように。男の大きな手の中で、白い乳房が自在に形を変えた。
　ジュヌヴィエーヴは全身が｜火照《ほて》ってくるのを感じていた。
　自分にのしかかる男の体重と体臭を、やけに強く意識する。男くさい体臭に包まれても、なぜだか少しも不快ではないのだ。それどころか――。
「はっ……んっ……」
　胸に与えられる刺激、口内で動き回る熱い舌の感覚に、頭がぼーっとする。くちゅくちゅと唾液が混ざり合う水音と吐息が、やたら耳につく。
　男の膝が、ジュヌヴィエーヴの両足の間に割り込んできた。閉じた隙間を強引に広げられた。男の体で両脚を大きく開かされる格好になり、ジュヌヴィエーヴは恥ずかしさにもだえた。それが相手をさらに猛らせる仕草だとは、思いもせずに。
「ふっ……あっ……んっ」
　男はジュヌヴィエーヴの口内を犯すのをやめ、ゆっくりと顔を離した。かと思うと、頬、顎へと唇を移動させていき、彼女の桜色の頂を口に含んだ。
「いやぁっ……あ……んっ……やあっ……」
　男の舌で突起を転がされ、たまらずジュヌヴィエーヴは喘いだ。身体をよじるが、両手を頭上で縫いとめられているのでどうしようもない。それどころか、もがけばもがくほどネグリジェの裾がずり上がり、事態が悪化する。
　男はジュヌヴィエーヴの胸の先端を吸い上げた。
「……！」
　強すぎる刺激に、ジュヌヴィエーヴの頭の上からつま先まで衝撃が走った。
　ぷるぷると体が震える。抵抗する気力が急速に衰えていく。
　男は口の中でジュヌヴィエーヴの敏感な突起をもてあそぶ。口をすぼめたかと思えば離し、離したかと思えば甘く噛む。指を一方の胸に埋めながら、他方の先端を舌で執拗にいじり回す。
　ジュヌヴィエーヴの目元に、再び涙が浮かんだ。それはもう、悲しみやつらさの涙ではない。強烈な感覚に翻弄されて浮かぶ、生理的な涙だ。
　男は鼻息荒く、太股までまくれ上がっていたネグリジェの裾を腹の辺りまでたくし上げた。あらわになった白い下着が、乱暴に破り取られた。
　いちばん内密な部分をさらけ出す恐怖に、ジュヌヴィエーヴの顔が歪んだ。
「ひぃ、あっ……！」
　男の指が、秘められた割れ目に触れる。蜜壺がくちゅりと音を立てた。
「｜初めてなのに《・・・・・・》、こんなに濡れるのか。はしたない妃だな」
「そんなの……知らないっ……やっんっ、あっ……はぁん……」
　知らないうちに、じわりとにじみ出していた愛蜜。男はそれを指でからめ取り、わざとらしくジュヌヴィエーヴの目の前で舐め取った。
「意外と敏感なんだな。調教し甲斐がありそうだ」
「っ……！」
　｜貶《おとし》めるような言葉に、顔が見る間に紅潮していく。全身の力が抜けてしまって、もう抗うこともできない。ジュヌヴィエーヴは脚を大きく開き、なされるがままだった。男は太く長い指を、濡れた割れ目に滑らせた。
「やめ、て、そんなところ、あっ……！」
　彼女の花弁に隠れていた赤い突起を、男の指がそっと転がした。強烈な感覚が湧き上がってくる。痛みと気持ち良さの、ちょうど境目のような感覚。いたたまれなかった。逃げたくて、やめてほしくて、ジュヌヴィエーヴは我を忘れて首を振った。
「やぁっ……あっ……はっ、あっ、んんっ……」
「硬くなってきたぞ。気持ちいいのか、え？」
「ちがっ、やめて、おねが……あうっ！」
　腹部が熱くなっていく初めての感覚に、とうとう涙がこぼれ出した。喘ぎ声と共に唾液が口の端から流れていく。
　いやだ、いやだ、こんな自分は知らない。
　体が言うことを聞いてくれない。
　いやらしい声を出して……自分から腰をくねらせたりして……！　
「あ、いやぁ、うっ……！」
　中に入り込んだ指が、焦らすようにゆっくりと動き回る。浅い部分を抜き差しされる。愛液がくちゅくちゅと音を立て、恥ずかしくて死にそうだ。
　彼女の蜜壺を、彼の指が泳ぐ。濡れきった壺は何の抵抗もなく指を受け入れる。
　指は少しずつ増え、次第に奥へ入ってくる。窮屈だった穴がほぐされ、広げられていく。
　どうしよう。いやなのに。こんなことをされて、いやなはずなのにっ……！　
「やぅ、うっ、ああんっ……！　あっ、ああーっ！」
　ジュヌヴィエーヴはこらえきれずのけぞった。声を我慢できなかった。意地の悪い指は、彼女の触ってほしくない場所ばかりを攻めてくる。全身が熱くて溶けそうだ。それが快感だということは、もう否定できない。
　彼女の手首を押さえていた男の手は、とっくの昔に離れている。でも、抵抗などできない。一方の乳房をつかまれ、もう一方の乳房を吸われ、大きく開いた脚の間を執拗にもてあそばれている。攻められる三つの恥部が、それぞれ違った感覚を連れてくる。やめてほしい。でも、やめてほしくない。
　自分が今どんな姿をしているかなんて、想像したくもなかった。
　擦られ過ぎて赤く膨らんだ胸の突起。男の指を深々と呑みこんだ蜜壺。
　びりびりに破られたネグリジェの残骸が、裸体の腰の辺りにへばりついている。それがかえって、完全な裸よりも卑猥さを増している。
　男の指使いが急に速くなった。ぐちょぐちょ、というあり得ないような水音が響きわたった。
　不意に、ジュヌヴィエーヴは目の前が真っ白になるのを感じた。
「――やああ、んっ……！」
　全身に雷が走ったかのような衝撃。
　背中がひとりでに、弓なりにそり返る。びくびくびくっ、と全身が震えた。
　蜜壺から、大量の花蜜がごぼりとあふれ出した。
「イったのか。いいざまだ。つんと冷たく澄ましているより……今の方がずっと良い。欲望に素直に身を任せている方が」
　生まれて初めての絶頂に呆然としているジュヌヴィエーヴの蜜口に――何か硬いものが当たった。
「ひ……」
　それは、男が服の下から取り出した、屹立した欲棒だった。
「もう充分、受け入れられるな」
　言うが早いか、燃えるように熱い棒が、彼女の花扉にめりめりと押し入ってきた。
「ぃっ……！」
　引き裂かれるような痛みを伴いながら、こじ開けられていく。ぴたりと固く閉じた肉を、男の猛々しい先端が割って進んでいく。
「あっ、うっ、あっ」
　指とは比べ物にならないほどの大きさだ。痛い、熱い、痛い。全身の血液が熱を持って駆けめぐる。ジュヌヴィエーヴは顔を歪め、かぼそい声を漏らした。男の手が、彼女の太腿を、痣が残るほどの強さでつかみ、押さえ込んでいる。
　ぎちぎち、と音がするようなきつさだ。男の太い淫棒が、ジュヌヴィエーヴの純潔を容赦なく貫いていく。
　彼女の胎内の奥に、彼の先端が当たるのが分かった。
　ジュヌヴィエーヴは痛みと混乱と屈辱で、頭がおかしくなりそうだった。
　内側から男の巨大なものに押し広げられる。ずぐ、と突き上げられて、ジュヌヴィエーヴは悲鳴をあげた。しかし男はその声を、悦びだと解釈したようだ。薄暗い中でも、男の口元が大きくほころびるのが見えた。
　男は彼女の太腿を強く押さえ、恥ずかしい部分をさらけ出させたまま、腰を上下に動かし始めた。
「あっ、あっ、あっ」
　水音が響く。接合部から愛液がにじみ出ているのが見なくても分かる。痛みだけではない感覚が襲ってきて、ジュヌヴィエーヴは自由な両手で口元を抑えた。
「ん……んうっ……」
　延々と揺さぶられ、突き上げられる。軽く意識が遠くなりかけたその時、男がジュヌヴィエーヴの胴体を掴み、ひときわ激しく腰を打ちつけた。奥深くをごりっと抉られ、ジュヌヴィエーヴは高い声を発した。その声は明らかに甘ったるく、「え、どうして」と自分でもうろたえているうちに、男の激しい突き上げが始まった。
　今までと違う角度で抜き差しされ、彼女の腰の奥深くに甘い｜痺《しび》れが溜まり始める。愛蜜の分泌が増えたのか、男の動きはどんどん滑らかになる。
「は、うっ……あ、らめっ、や、やっ」
　ずちゅ、ずちゅ、ずちゅ、という湿った淫音がベッドの軋みに交じった。今までとは比較にならない強烈な快楽に、淫らな声と唾液が一緒に溢れた。
　一度奥まで入ったものが半分抜かれ、そしてまた突き上げるように入れられる。何度も何度もそれを繰り返され、外にまで聞こえてしまいそうな叫び声が漏れた。
「はっ、あうっ、んんっ」
　ジュヌヴィエーヴはもう何も考えることができず、男の動きに身を任せるだけだ。
　がくがくと揺さぶられ、豊かな双丘も同時に揺れ動く。
「あっ、は、あっ、やんっ、あっ……！」
　呼吸と共に、声が漏れる。
「……もらうぞ。おまえの『初めて』を」
　荒い息にまみれた男の声が降ってきた。朦朧とした意識の中で、ジュヌヴィエーヴはその言葉を遠く聞いた。
　かすかな違和感が心の隅でうごめく。
　けれどもそれも、あっという間に押し流されてしまった。男の動きが急に激しくなったのだ。がつがつと突き込まれる。強烈な刺激で、目の前に火花が散る。
「や……っ！　あんっ、あっ、あ、あ、あ――――！」
　男の体ががくがくと激しく揺れた。淫棒が、これでもかとばかりに深々と突き立てられた。ジュヌヴィエーヴのいちばん奥に熱い欲望がほとばしった。
　しばらく二人は、乱れた呼吸をからめ合わせながら、じっと動かず体を重ねていた。
　やがて男が離れた。まだ硬さを失わない淫棒が蜜口から抜けると、驚くほど多くの白濁と、彼女の蜜が混ざったものが、どろりと溢れ出した。
　それと共に、一筋の血がシーツを汚した。

　　　◇

　ジュヌヴィエーヴは動く気力もなく、ベッドの上で体を丸めて、ただ泣き続けた。初めて覚え込まされた快感が、体の芯で脈打っている。自分の体がもはや自分のものではなくなってしまった気がした。
　｜穢《けが》されてしまった。これでもう本当に、カルロスに愛される資格を失ってしまった。
　もう殺してほしい。彼女の願いはそれだけだった。
　この胸に短剣を突き立てて、すべてを終わりにしてほしい。命と共に大量の血液が流れ出せば――彼女の純潔が失われた印である、このささやかな出血も、誰の目にもとまらずに済むだろう。ジュヌヴィエーヴが死ぬ前に穢されたことも、誰にも知られずに済むかもしれない。
　――もらうぞ。おまえの『初めて』を。
　ふと、男の言葉がよみがえってきた。
　涙に暮れながらも、ジュヌヴィエーヴは奇妙なことに気づいた。
　この男は、彼女が生娘であることを、どうして知っていたのだろう。
　彼女はカルロス王の妻となって、もう三年になる。夫婦仲の悪さは世間に知れ渡っているが、王が彼女に指一本触れたことがない、というのは夫婦の間だけの事情だ。他人が知っているはずがない。
「乱暴にしてしまって、すまなかった。つい、我慢できなくなって……」
　男の言葉が降り注いだ。その響きも、ジュヌヴィエーヴの裸の背中を撫でる指先も、驚くほど優しい。
　聞き覚えのある、甘い響き。
　今までの低い声とは違う。――無理に声を作っていたのか。
　はっとしてジュヌヴィエーヴは振り返った。
「まさかっ、そんな……！」
　男は、まとっていた外套を脱ぎ捨て、筋肉質な裸体をさらしてベッドに横たわっていた。こちらに向かって微笑みかけているその顔は、カルロスのものだった。
「許せ、妃よ」
　混乱のあまり声さえ出せないジュヌヴィエーヴの頬に、王はそっと口づけを落とした。
「ずっと悩んでいた。このままではいけないと思い……そなたを脅そうと思い立ったのだ。殺すと脅せば、城を出ていくのではないかと。わが国では、夫婦の離縁は宗教上認められていない。私の方からそなたを生家へ帰すわけにはいかん。そなたの方から身を引いてくれれば丸く収まる……」
　ジュヌヴィエーヴは茫然として、王のキスと愛撫をただ受け入れていた。
　途中から、黒ずくめの男に触れられるのが怖くなくなったのは――においや体格や声の響きから、心の奥底で感じ取っていたのかもしれない。この人の正体を。
「知らなかったのだ。そなたの気持ちを。私は……そなたは私を憎んでいるに違いない、と信じていた。そなたはいつも、私に近づいてくる者たちを排除しようとする。ミシェルをはじめとして。……親に一方的に決められた婚約を、そなたは喜んでいないのだな、と思っていた。だが……」
　カルロス王はジュヌヴィエーヴの体をすっぽりと腕の中に収めた。
「知ることができてよかった。そなた｜も《・》、私のことを想っていてくれたのだと」
「ああっ、カルロス様っ……！」
　ジュヌヴィエーヴの視界が涙で曇った。今までの悲しみの涙とは違う。嬉し泣きだった。精一杯腕を伸ばして、たくましい体に抱きついた。
「お慕い申し上げております。心から。あなた様のためなら死をも｜厭《いと》いません」
「私もだ、妃よ。寂しい思いをさせた分、これからは大切にさせてくれ」
　夢のような言葉だ。『グランヴェールの白百合』のどんなハッピーエンドでも、ここまでのセリフは聞けなかった。
　けれどもゲームのことを思い出すと、ジュヌヴィエーヴの心はずきっと痛んだ。
「嬉しゅうございます。けれども……わたくしはやはり、あなた様のおそばにいてはならぬ人間なのです。うまく説明できないのですけれど、わたくしがここにいる限り、あなた様は幸せにはなれないのです。ですから、もしお許しいただけるのでしたら、おいとまを……」
「馬鹿なことを申すでない。私はもう二度と、そなたを離さぬぞ」
　反対の言葉を紡ごうとしたジュヌヴィエーヴの唇を、カルロスが塞いだ。呼吸さえ奪い取ってしまうかのような、深く激しい口づけ。敏感な口蓋を舌先で刺激され、ジュヌヴィエーヴの体が再び熱くなってくる。
　次第に混ざり合った唾液が口内にあふれ、口の端を垂れていく。カルロスはジュヌヴィエーヴの顎に指を添え、溜まった唾液を彼女の口内に流し込んだ。唇を重ねているので拒むこともできず、ジュヌヴィエーヴは二人分の唾液をそのまま飲み込んだ。
「はっ、あん、ふっ……」
　カルロスはジュヌヴィエーヴの唇を｜食《は》みながら、太股を撫で始める。やがて、その指先は、閉じた両脚の間に入り込んできた。蹂躙されたばかりの割れ目はまだやわらかく、濡れている。そのままゆっくりと中指と人差し指を差し込まれた。ジュヌヴィエーヴは身を震わせた。
「お待ちくださいっ、お、お願いです。わたくし、まだ……」
「待てるはずがないだろう。もう三年以上待ったんだぞ」
　カルロスはジュヌヴィエーヴの右足を、自分の左肩にかつぎ上げた。目いっぱい開かされた秘部は、男の思うがままだ。指が、嬲るように浅い部分で抜き差しを繰り返す。すぐに卑猥な水音が響き始めた。
「んううっ……ひあっ……」
「運命など変えてみせる。立ちふさがる者はすべてなぎ払う。善良な君主をめざしていたが……そなた一人に悪を押しつけて、何が〈賢王〉だ。
　そなたのためなら、私は、喜んで黒に染まろう」
　それは、『グランヴェールの白百合』のカルロスのセリフだった。
　幸福で胸がつぶれそうになり、ジュヌヴィエーヴは瞳を閉じた。
　快楽を覚えたばかりの体は、愛する夫に可愛がられて、あっけなく蕩けた。再び奥深く貫かれ、身も心も満たされたジュヌヴィエーヴは高い歓喜の声をあげた。

　カルロスはジュヌヴィエーヴが意識を失うまで抱き通した。〈了〉
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